
きっかけ 小売商品を開発し、新たな販路を開拓したい！

課　題 補助金を活用してお客様の評価を商品開発に反映
担当の経営指導員はまず、片桐さんの商品開発の構想についてヒアリング。商品のアイデ
アは複数あるものの、商品選定の判断材料の１つとなるお客様のニーズを掴めていないこと
がわかりました。
そこで提案したのが、販路開拓等の取組みを補助する「小規模事業者持続化補助金」の活
用でした。補助金を活用して新商品や包装パッケージの試作開発を行い、お客様の評価を収
集するため、申請に必要な事業計画書を作成することになりました。

事業計画書の作成は初めてだった片桐さん。経営指導員によるマンツーマンの支援を受け
ながら作成しました。計画書は、単に補助金の申請に必要なのではなく、試作品の製作手順、
配布対象、情報の収集手段等を具体化し、商品化に向けた取組みやスケジュールを整理する
ことにも繋がったといいます。
その後補助金は無事採択され、片桐さんは計画書に基づき試作品を開発してお客様の評
価の収集に取り組みました。商品選定や改良に大いに役立ち、新商品の開発が実現しまし
た。現在、年内の商品販売開始を目指し、量産体制やECを活用した販売体制の整備を行って
います。

取組み・成果 事業計画書作成で取組みを具体化。年内の販売開始へ

経営相談のススメ
～福商伴走型支援 事例紹介～

当所では、事業計画策定や補助金申請、その後のフォローアップ
を通じ、事業者の経営課題の解決を目指す「伴走型支援」に取り組
んでいます。本コーナーでは、当所の支援を通じて課題解決に取
り組んだ事業者の事例をご紹介します。

担当者の声

経営指導員
田口 寛明

合同会社シナプスOneが運営する飲食店「月うさぎ」では、「もちカフェ」をコンセプトに看
板商品である「博多雑煮」をはじめ、ランチ・スイーツ全てにお餅を使用したオリジナルメ
ニューを提供。コロナ禍以降、福岡市内だけでなく、全国各地から来店があり、「月うさぎのお
雑煮を自宅でも食べたい！」との 声が多く寄せられていました。
そこで、店長の片桐さんが考
えたのが、「冷凍雑煮」の開発。
商品化に向けて動き出すにあた
り、「商品開発や新たな販路の
開拓に活用できる支援策を知り
たい」と、当所に相談に来られた
のが支援のきっかけでした。

「小規模事業者持続化補助金」活用で
商品開発に挑戦！

合同会社シナプスOne

業　種：教育・学習支援業
代表者：片桐 美佐子
ＴＥＬ：092-292-7591
ＵＲＬ：https://synapse-one.jp/

所在地：福岡県福岡市博多区
奈良屋町
5-10-5F

2009年の設立から福岡県を中心に公的機関や民間企業に対して覆面調査と
研修やプロジェクト活動を組み合わせた課題解決型のコンサル支援を提供。
2013年には新事業として福岡の郷土料理「博多雑煮」を提供する飲食店を開
始し、教育・学習支援と飲食の2事業を展開。

　事業者の実施したいことの実現に向けて、解決すべき課題の整理
や補助金活用の提案、申請にあたっての支援を行います。資金調達、
販路拡大、集客・PR等、事業者の幅広いニーズに応じて多様な事業
に取り組んでいる商工会議所ならではの支援です。

東部・中央オフィス TEL：092-441-2161
南部オフィス TEL：092-562-4117
西部オフィス TEL：092-831-4151

経営まめ知識

小規模事業者持続化補助金とは
　小規模事業者自らが作成した、持続的
な経営に向けた経営計画に基づく、販
路開拓等の取組みを支援するため、それ
に要する経費の一部を補助する補助金
です。
経営に関するお問い合わせ

　当社代表である母に通販事業の着手に
ついてぼやっとした相談をしたところ、母
が以前お世話になった経営指導員の田口
さんを紹介されました。
　計画書作成を通して取組みを整理して
はどうかとの提案を受け、補助金申請に
挑戦しました。申請までの3週間、対面、
メール、電話とフル活用でサポートをして
いただきました。
　計画書作成を通して、漠然としていた構
想を整理して具体化することができ、補助
金による支援も受けることができました。

店長　片桐 里子 氏

事業者の声 「花月堂寿永」を代表する商品は、
「福うめ最中」。福梅の形をした香ばし
い皮の中には、甘い白餡と、金時豆が
詰まっています。食べてみると、皮はサ
クサクとしているのに、口の中にくっつ
いたり、ボロボロとこぼれたりしない
ため食べやすく、餡がたっぷり入って
いて、贅沢な味わいです。それでいて
甘さが後を引かない、洗練された上生
菓子です。開発されたのは昭和28年。
それから70年以上、変わらない味を
継承し続けています。
お店のショーケースには、「金印」

「唐舟」「おきうと」といった、福岡の歴
史や文化と重なる商品が並びます。落
ち着いた雰囲気の店内に並ぶ、上品な
見た目の福博の銘菓はどれも魅力的
で、どれを食べようかと迷ってしまい
ます。

変わらない味で愛されてきた「花月
堂寿永」ですが、令和に入ると福岡県
産のいちじく「とよみつひめ」を使用し

た「いちじく羊羹」を開発。全国各地か
ら様々な食品が集まる「優良ふるさと
食品中央コンクール」〈主催：（一財）食
品産業センター〉で、農林水産省食料
産業局長賞を受賞しています。
食べるといちじくの香りと味わいが

口の中に広がります。中のドライいち
じくが羊羹と馴染んで食べやすく、ア
クセントとなって羊羹の美味しさを際
立たせます。福岡ならではの商品で、
お土産としても愛されています。
また、いちじくだけでなく、ピスタチ

オやブルーベリーなど、斬新な素材の
ミニ羊羹も開発。継承されてきた職人
の技、羊羹の味が土台となり、全10種
類が開発され、様々な味を楽しむこと
ができます。取材中にいらっしゃった
お客さんは、「今回はどの味を食べよう
か」と、楽しそうに選んでいました。
最近では韓国メディアにも取り上げ

られ、韓国人のお客さんも増えている
とのこと。職人が手づくりする上生菓
子、130年余年の歴史の中で愛され続
け、現在もその魅力を多くの人に届け
続けています。

変わらない味で愛される福博の銘菓！

「花月堂寿永」は、先代が明治22年に釡山で開業し、第二次世界大戦の終戦をきっかけに、昭和23年から現在
の春吉で営業しています。原料や製法を変えず、変わらない味を現在まで継承し続けています。
福岡商工会議所には、主催事業の「博多うまかもん市」に長年出店し、お世話になりました。
 「花月堂寿永」は商品力に自信を持っています。今後もこの味を守り続けます。
春吉の本店だけでなく、福岡市内の百貨店や博多座、オンラインショップでもご購入いただけます。ぜひ、召し
上がってみてください。

花月堂寿永

取締役社長　五島 郁太朗さん

花月堂寿永 本店
福岡市中央区春吉2-7-20
TEL：092-761-0278
https://kagetsudo-jyuei.jp/
営10：00～19：00
㉁日祝日
※最新の営業日は、ホームページをご確認ください。

HPはこちら

職人の技を土台に作られる斬新な羊羹

変わらない味と斬新な新商品で
愛される上生菓子のお店

甘いものが食べたくなる食欲の秋、創業130余
年の歴史ある和菓子屋さんがあると聞いてやっ

てきたのは中央区春吉の「花月堂寿永」さん。
かげつどうじゅえい

会議所NEWSの編集担当が
街で見つけた“よかもん”をご紹介

今月の
気になる

よかもん
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